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議事日程（第２９号） 

日程第 １  議案第７３号 平成３０年度あさぎり町一般会計予算について 

日程第 ２  議案第７４号 平成３０年度あさぎり町国民健康保険特別会計予算について 

日程第 ３  議案第７５号 平成３０年度あさぎり町後期高齢者医療特別会計予算について 

日程第 ４  議案第７６号 平成３０年度あさぎり町介護保険特別会計予算について 

日程第 ５  議案第７７号 平成３０年度あさぎり町水道事業特別会計予算について 

日程第 ６  議案第７８号 平成３０年度あさぎり町下水道事業特別会計予算について 

日程第 ７  議案第７９号 平成３０年度球磨郡障害認定審査事業特別会計予算について 

日程第 ８  議案第８０号 平成３０年度球磨郡介護認定審査事業特別会計予算について 

日程第 ９  議案第８２号 あさぎり町産業用地分譲条例の制定について 

日程第１０  発議第 ８号 あさぎり町議会議員定数条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第１１  次の会期への継続調査について 

 

 

本日の会議に付した事件 

日程第 １  議案第７３号 平成３０年度あさぎり町一般会計予算について 

日程第 ２  議案第７４号 平成３０年度あさぎり町国民健康保険特別会計予算について 

日程第 ３  議案第７５号 平成３０年度あさぎり町後期高齢者医療特別会計予算について 

日程第 ４  議案第７６号 平成３０年度あさぎり町介護保険特別会計予算について 

日程第 ５  議案第７７号 平成３０年度あさぎり町水道事業特別会計予算について 

日程第 ６  議案第７８号 平成３０年度あさぎり町下水道事業特別会計予算について 

日程第 ７  議案第７９号 平成３０年度球磨郡障害認定審査事業特別会計予算について 

日程第 ８  議案第８０号 平成３０年度球磨郡介護認定審査事業特別会計予算について 

日程第 ９  議案第８２号 あさぎり町産業用地分譲条例の制定について 

日程第１０  発議第 ８号 あさぎり町議会議員定数条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第１１  次の会期への継続調査について 

 

 

 

午前１０時 開 議 

 

●議会事務局長（片山 守君）  起立、礼、おはようございます。着席。 

◎議長（山口 和幸君）  ただいまの出席議員は１６人です。定足数に達していますので、これから本日の会

議を開きます。副町長より、一般質問の追加答弁の申し出があっておりますので、これを許可します。副町

長。 

●副町長（小松 英一君）  おはようございます。先日の一般質問におきまして、地域活性化交付金の使途の

関連で、文化財の保護これにつきましては、様々に地域の多様性、それから所持の多様性がございます。し

かしながら、これについての交付金の充当は、できないのかというふうな御質問をいただきました。執行部

としましても、今申し上げましたように、地域をまたがる文化財でありますとか、あるいは個人所有の文化

財、様々なそういう形態もありますし、文化財の指定は受けてないけれども、地域で守られている。そのよ
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うな慣習に基づいた保存というものも様々になされている。そういうことですので、今回の交付金は、全般

的に使途を認めて、認めてっていいますか、そういう使い方をしていただきたいという、私どもの大きな枠

組みの中からは、どうも個別の判断をせざるを得ないということになると厳しいので、文化財については、

別途その事業に関する町の支援のあり方を検討させていただきたいというふうに答弁を申し上げました。さ

らにですね、協議をいたしまして、本年度を含めましてのことでございますが、教育課とも協議をいたしま

して、文化財の保護あるいは維持・修繕に関する、町の財政支援のあり方、これは枠組みを見直しをいたし

まして、今現行補助率等も規定の中にございますが、その上乗せも含めて協議をいたします。その後にこの

文化財の維持修繕の補助金でありますとか、あるいはもちろん通常の保全に係る地域の皆様方の経費云々に

つきましても、今後、町として改めて検討してみたいと思っております。そのようなことで、まずは、維持

修繕に係る補助金等につきまして枠組みの見直しをさせていただくということで御答弁をさせていただきま

す。以上でございます。 

◎議長（山口 和幸君）  本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。 

日程第１ 議案第７３号 

◎議長（山口 和幸君）  日程第１、議案第７３号、平成３０年度あさぎり町一般会計予算についてを議題と

します。執行部より補足説明はありませんか。総務課長。 

●総務課長（土肥 克也君）  おはようございます。一般会計予算につきまして補足で説明をさせていただき

ます。総務文教所管分の説明質疑の中で、１２番議員から防火水槽の基数についてお尋ねがございました。

また、防火水槽における駐車の禁止の規定について御質疑をいただいたところでございます。御説明させて

いただきます。現有する防火水槽の数につきましては、これは道路に埋設する防火水槽の数でございます。

５６基町内にございます。また、防火水槽に関する道路規制につきましては、道路交通法に規制があるとい

うことまでは申し上げましたが具体的に御説明申し上げます。道路交通法で駐車を禁止している場所といた

しまして、消防に関するものでは、消防水利例えば消火栓から５メートル以内の部分、防火水槽の吸水口ま

たは吸管投入口から５メートル以内の部分、水槽の防火水槽の縁、またはこれらの道路に接する出入り口か

ら５メートル以内の部分、このように５メートル以内の部分におきましては、駐車が禁止されているところ

でございます。道路交通法に基づくものでございまして、当然反則金等の措置があるものでございます。で

すが、御指摘のとおり防火水槽が視認しづらいというものは現状ございます。マンホールは黒一色でござい

まして、なかなかここに防火水槽があるというものがわかりづらい状況になっているのは、認識していると

ころでございます。防火水槽の標識は設置してございますが、それでも、なかなか啓発が行き届かないとい

う現状もございまして、例えば今後検討いたしていきますが、マンホールを着色する、ここに防火水槽があ

るマンホールがあると給水口があるということを確実にわかるような方法を今後検討してまいりたいと思い

ます。また、ホームページ等でも駐車禁止の規制につきまして広くお知らせをして、徹底してまいりたいと

思ってるところでございます。以上でございます。 

◎議長（山口 和幸君）  高齢福祉課長。 

●高齢福祉課長（上村 哲夫君）  はい、おはようございます。１２日に一般会計の当初予算の説明質疑の中

で１１番議員からふれあい福祉センターの中にあります生活支援ハウス使用料の根拠についてお尋ねがござ

いまして、不明確な答弁でございましたので改めて答弁させていただきたいと思います。この件につきまし

ては、あさぎり町ふれあい福祉センター条例により利用者の負担額を規定しております。節の中の生活支援

ハウスの月額の利用料につきましては、入所者の前年の収入により、１４階層に区分して負担額が規定をさ

れております。この負担額とは別に、居住部分の部屋の使用料金、１人部屋の場合月額５,１４０円の負担

を規定しております。それと光熱水費の実費負担となります。現在の利用者３名の方が利用されていらっし
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ゃいますが、前年度利用料につきましては、１階層年収１２０万以下ということでゼロ円となります。した

がいまして、部屋の使用料金５,１４０円と光熱水費の実費負担を合わせた負担額が月額の平均１万円程度

ということで積算いたしまして年額を算出したものでございます。以上でございます。 

◎議長（山口 和幸君）  他に。建設林業課長。 

●建設林業課長（坂本 健一郎君）  おはようございます。私のほうからは３月８日予算審議におきまして、

１１番議員からの質問に対する追加でございます。一般家庭に対する耐震補強工事のための補助金関係で、

工事関係が上限１２０万円というのは文言を使っておりますけども、これ以下の安価の工事では事業の対象

にならないのかというような質問だったと思います。この件につきましては、耐震改修工事一応上限が１２

０万円ということ、それからこの２分の１が国県補助金でございます。残りの半分が事業者負担ということ

でございますが、補強箇所次第ではですね、それ以下の工事費でおさまる場合もあろうかと思います。これ

以下でも何ら制限するものではないということでございますので、１２０万に達しない工事であっても、工

事費の２分の１は、補助金としていただけるということだそうでございます。ただし、本事業の中で説明い

たしました耐震診断、それから耐震設計、それから最終的な改修工事というふうに段階を踏んでこの事業に

取り組んでいただく必要があるということでございます。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  他に。ありませんね。 

◎議長（山口 和幸君）  補足説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑ありませんか。溝口

議員。 

○議員（１４番 溝口 峰男君）  １４番です。１点だけお伺いしますが、５２ページの１番最後の老人クラ

ブについてですが、このことについては何回も、以前質問した経緯があるんですが、今のですね、６０歳か

らですから、加入率と、それとその推移ですね、加入率、そして、数も含めて、どのようになってますか。

まずそこをお尋ねしたいんですがね。 

◎議長（山口 和幸君）  高齢福祉課長。 

●高齢福祉課長（上村 哲夫君）  過去の加入率と申しましょうか、会員数は把握をいたしておりますので、

加入率につきましては、対象年齢に対する会員数ということと思いますけれども、加入率については、ちょ

っと資料を持ち合わせておりません。会員数について過去３年の数字につきましては、参考までに答弁して

よろしいでしょうか。はい、それでは平成２９年度が２,６６５名、２８年度２,８７８人、２７年度２,９

１４人ということで、少しずつ会員数については、減少の傾向にあるということでございます。 

◎議長（山口 和幸君）  溝口議員。 

○議員（１４番 溝口 峰男君）  減少の原因はまた、いろいろあるでしょうけれども、要は、この老人クラ

ブの名称も含めてですね、いろんなところが、連合会がアンケート調査して、加入率を上げるがためには、

どのようなことを考えられますかというアンケート調査の中に、この老人クラブの老人ということ、入るこ

とに非常にやっぱり抵抗されてます。これが２番目に上がってきとっとですよ、アンケート調査の悪いイメ

ージとしてですよ。一つは、もう１番高いのは、人間関係が煩わしいというのが１番ですけれども、２番目

には、老人という言葉に抵抗がある。やっぱりですね、この老人クラブの設立の、ずっーと見てみますと、

これは、大正時代にできとっとですね。熊本県の小国町が大正１４年ですよ、それ以前にはですね、１番最

初にできたとが、明治２６年の福岡です。そして明治４０年が京都、３番目です熊本県の小国町が。非常に、

そういう形の古いときにこういったものができ上がって、そして６０歳という、時代背景が非常に長寿でも

ない時代ですから、この辺が１番いいんだろうということで、６０歳に出されたんでしょうけど、今はもう

６５は、定年延長してですよ、６５までは働かにゃいかんという時代。そういったことを考えると、この名

称変更もあわせて、この年齢の引き上げといいますかね、敬老会も７５前からしかできないような時代にで
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しょ。副町長も今年から６０歳ですから、老人ですよ。これを考えた時に、どのようにイメージとしてお考

えになりますが、名称変更。町も新しい形のクラブにしたらどうだろうかって、私は思うんですが、いかが

ですかね。 

◎議長（山口 和幸君）  副町長。 

●副町長（小松 英一君）  はい、年齢で御指名があったと思いますけれども、そうなんですよ、私も実は勧

誘はまだ来ておられませんので、うちの地区は６５歳からかなというふうに、これ私のうがった考えですけ

ど。確かに言葉のイメージは、やはり、そういうそれぞれの時代変化で、私もまだまだっていう言葉は、随

分周りから聞きました、先輩からもですね、老人クラブ、いや、私はまだじゃんもんというふうな声は随分

聞きますので、その言葉についての考え方は私も同じように、何らかの時代に見合うような、皆さんがとっ

つきやすいような言葉でも別に構わないのかなと思います。それと、一つには今加入年齢ですね。これはも

う議員、以前からおっしゃっておられますように、やはりあの私どもがそこで６５に引き上げるということ

も可能なのかもしれませんけど、県の連合会になりますと、今度は６０歳とかですね、非常にここら辺の不

条理さといいますか、そこの整合をどうとるかっていうところを、もう少し深めていくということも必要で

はないかというふうに考えております。以上でございます。 

◎議長（山口 和幸君）  溝口議員。 

○議員（１４番 溝口 峰男君）  名称変更あたりはですよ、それぞれの行政区のクラブで、自由につけても

いいような形がとれないですかね。アンケート調査の中にも、この名称を変えて、変えたほうが入りやすい

っていう人たちが非常に多いんですよね。ですから、老人クラブの目的というのは、本当に私は大切だと思

ってるんです。私も会費だけしか納めてないんですけど、すいません。やっぱり、その目的を達成してもら

うがためには、より多くの人たちに入っていただくということが、大切だと思うんですよね。ですから、じ

ゃあ入りやすい、やりやすいといいますかね、入りやすいような名称であったり、私はしてあげたほうが、

抵抗なく加入されるんじゃないのかなと思うんですよ。今いきいき健康なんとかってあるんですけど、いき

いきクラブであったり、元気でぽっくりだったり、いろいろと私はそれぞれ工夫されて、私はいいだろうと

思うんですよ。そのほうが、案内しやすいんじゃないかなと思うんですけれども、その辺はもう少しこだわ

らんでも、私はいいんじゃないかなと思うんですけれども、いかがですか。 

◎議長（山口 和幸君）  高齢福祉課長。 

●高齢福祉課長（上村 哲夫君）  ただいま議員御指摘のとおりですね、老人クラブ連合会員につきましては、

婦人会、それから青年団とともに、町内で活躍されている社会教育団体というふうに認識をいたしておりま

すし、御指摘のとおり、老人クラブ補助金とは別にですね、やはり青年団につきましても、青年会とか、婦

人会につきましても、女性クラブでありますと同様、老人クラブ連合会につきましても、御意見ありました

ように、シルバークラブでありますとか、各地ではそんな名称をですね、変えることにより、勧誘のしやす

い活動内容にしているところもあるようでございます。この点につきましては、御意見を踏まえまして、老

人クラブ連合会の役員さん方と接する機会もございますので、意見交換をしていければと思っております。

以上でございます。 

◎議長（山口 和幸君）  はい、他に質疑ありませんか。久保田議員。 

○議員（１３番 久保田 久男君）  生活福祉課と教育委員会に１点ずつ伺いたいと思います。５０ページで

すかね、予算審議のときにちょっと議論が半端になっとったわけですが、遺族会の補助金のことについて伺

いたいと思います。これは会員に応じた補助金ということで、現在は社協に委託していると、社会福祉協議

会に委託してるということでしたが、私は遺族会員としての定義はと伺ったわけですが、遺族会委員として

の資格は、資格要件といいますか、資格について伺いたいと思います。教育委員会で、１０２ページ。芝管
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理委託料、これ今年、２５１万９,０００円と計上されておるわけですが、これは今年が最終年度というこ

とで説明を受けました。これは当初はですね、教育委員会としては、もう全部芝を剥いで、クレーコートの

整備をして、部活にも活用できるような整備をしたいということであったわけですが、ちょっとグラウンド

で執行部、それから教育委員会、我々議会も出向きまして、専門業者の方がですね、説明があったと思いま

す。その中で５カ年かければ、解消でいけば、芝の再生も、それから水たまり等の解消もできますというこ

とで、そこで断言されたもんですから、議会としてもですね、経費もかからないことですし、そんなにかか

らないことですし、それでできることならということで、それとＰＴＡからの要望もあってですね、そうい

う整備でやっていただきたいということで、変更を認めた経緯があったと私は記憶しております。それは、

たしか木下課長は当時課長補佐でもあられましたので、間違いなかですかね。以上、そこのところ。 

◎議長（山口 和幸君）  生活福祉課長。 

●生活福祉課長（竹下 正男君）  はい、おはようございます。それでは答弁させていただきます。一応遺族

会のほうはですね、社協のほうに事務局をお願いしておりますが、資格につきましては、資格を持っての会

員ていうのではありませんということです。会費をですね、払っていただいた方は会員となられますという

ことになっております。戦没者の家族の方でですね、直系の方もいろいろ、いらっしゃいますけども、親戚

の方といいますか、そういう方たちも、入っておられるということでございますので、資格ではなく、会費

をもって会員となるということで、説明にかえさせていただきます。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  教育課長。 

●教育課長（木下 尚宏君）  おはようございます。中学校の芝の管理の件でございますけれども、議員おっ

しゃったとおり、当初、執行部といたしましては、全面クレイ舗装ということでの計画をしておりました。

ただＰＴＡからの要望書も出てまいっておりましたし、芝を残してはという御意見もありまして、議員の皆

様にも、お集まりいただいて、意見を伺った経緯がございます。その１番最初に、御意見を伺ったときに、

現行の芝を生かした整備が可能かどうか、執行部で検証するようにということで、教育委員会のほうに、そ

ういった検証して、もう１回再度協議しましょうということでの、現場に集まっていただいたという経緯が

ございます。以上でございます。 

◎議長（山口 和幸君）  久保田議員。 

○議員（１３番 久保田 久男君）  遺族会員の資格についてはですね、わかりました。私はなぜこれを尋ね

たかといいますと、先般、私の須恵地区の遺族会の役員会というところに、出かけて行ったわけですが、我

が家もですね、遺族家庭っていうことで、つまり、私の叔父が戦死されたということで、遺族になっており

まして、親父も遺族会の会長をした経緯があります。その中で、遺族としての意識は持っていたわけですが、

しかし、その役員会の中でですね、やっぱりその、遺族会委員としての、その何ですかね、いつまで遺族、

遺族としてのその認識がですね、やっぱり世代交代する中で、どんどんどんどんやっぱ希薄化していってる

のが現状かと思うんですよ。もう戦後７０年以上過ぎたわけですが、その中で、結局、８０以上、９０台の

方ぐらいですかね、本当にあのそこら辺は、本当に戦死された方を御存じの方というのは、もうそういう年

代になってるというのが現状だと思うんですよ。どんどんどんどんですね、遺族会そのものが、遺族会のや

っぱり会員も減少してると思うんですけど、やっぱり戦争の風化と言いますか、がどんどんどんと進んでい

くんじゃないかなと思います。そういう中で、今おられる遺族会の方が、それぞれの地区の忠霊塔の清掃作

業とかですね、その中で、そうやって戦死された方々の御霊をですね、守っていただいているんだなと思っ

ているわけです。何とかですね、やっぱり町で今慰霊祭ですか、合同でやってやっておられますが、以前、

それぞれの地域でやってたときよりも、多分ですね、やっぱり出席はやっぱ減ってきてると思うんですよ、

現実として。そんな中で、どうやってこの遺族会そのものを存続していくのか、その役員のなり手もですね、
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なかなか、出てこられないのが現状かと思います。今、免田の支部長は、同僚議員の永井議員がやっておら

れるということで、一番若手で、その遺族会にかかわってやっていただいておりますので、本当に感謝して

おります。やっぱり町としてですね、この遺族会に対する今後のあり方というか、そこら辺も、少し工夫し

ていただきたいなと、思うのが１点です。それから、中学校のグラウンドの件ですが、これは先日、卒業式

がありまして、終わった後、同僚議員とグラウンドに、足を運んで見たわけですが、芝がまだ新芽がふいて

ませんので、芝のある状態はよくわかりませんでしたが、まだでこぼこがですね、消えているわけでもない

し、その整備をしながら、そして、使いながら整備していくということですから、大変だろうというのは思

うとですが、ただ、その中で先ほど言いました、中学生の議会の中でも、出てましたとおり、結局、サッカ

ーができないと。今の中学校のグラウンドではですね。上グラウンドがあるから、そのいいんでしょうけど、

そういう状況ということを考えますとですね、今年１年かけて、本当に芝の再生も含めて、当初の目的が達

成されるのかなと心配してるわけですが、委員会としてはどう思われてるんですかね。 

◎議長（山口 和幸君）  生活福祉課長。 

●生活福祉課長（竹下 正男君）  はい、すいません御答弁させていただきます。町といたしましても、大変

心配をしているところでございますが、今のところは遺族会のですね、地区毎に、それぞれ活動の中で、忠

霊塔、慰霊塔ですね、掃除関係が１番大変だというお話は聞いております。それで地区のそれぞれの総会の

中で、あさぎり町全体でですね、一緒にできる作業はできないかとか、それから、例えばですけど、シルバ

ー人材とか、いろんな業者さんにお願いして、清掃はできないかとかいうことで、対応ができないかという

ことで、今お話をさせていただいております。なかなか、そうですね、その戦争が風化しないようにという、

戦争のあれが風化しないようにということで、遺族会の会員さんを増やして、増やすといいますか、存続を

していかなきゃいかないんですけども、そういう作業とかは町も、それから遺族会とも話の中でですね、そ

ういうふうにできないかと思っております。あとは、それぞれの啓発の中で、一つの思いでもありますので、

もう少し、それは時間をいただいてですね、会員の方たちのお話の中で、何かつかめたらいいと思いますの

で、また事務局とも話をしてですね、会員の方の気持ちを聞きながらですね、増やしていくと。ただ、私達

もそうですけど、戦争の体験がないもんですから、だからそこまでの思いが行かないっていう方も多分いら

っしゃると思いますけど、やはりそれはつないでいかなきゃいけないということであると思いますので、も

う少し時間をいただいて、検討させていただきたいと思います。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  教育課長。 

●教育課長（木下 尚宏君）  先ほど、執行部で検証しなさいということでの御意見があったということで、

そのことを受けまして、再度、中学校の先生方、それから町内の造園業者ですね、そういった方々からも、

芝を生かした整備の可能性について、意見を伺っております。当時ＰＴＡからの陳情書、それから学校、造

園業者の方々、それと議員の皆さん方々の意見を伺っておりますけれども、予算を含めたところの判断をい

たしまして、芝を残して整備をするということで、切りかえさせていただいております。１番最初の目的が、

排水対策ということで、今工事を施工させていただいておりますので、芝の状態の改善、それからフィール

ド内の排水のための、できれば勾配を確保したいということでの５年間の管理をお願いしたところでござい

ます。業者の方々の意見も、何社か聞かせていただきましたけれども、それぞれ意見の相違もございまして、

例えば、部活、授業で使っていても、作業ができる、できないという部分もありましたけれども、そういっ

た部分におきましては、１年、２年、作業を進める中でですね、特に先ほど話がありましたサッカー部員の

スパイクを履いての練習につきましては、やはりなかなか目土を行った部分であるとか、補植を実施した分

については、養生期間を設けて、管理が必要と感じまして、そういった部分につきましては、業者の方と学

校と協議いたしまして、そういったスパイクを履いた練習については、自粛願いたいというところで整備を



- 302 - 

進めてきております。やはり当初の状態からいたしますと、水たまりのカ所も随分解消されたというふうに

思っております。ただ芝があるということはですね、やはり保水力がありますので、排水対策という部分で

は、なかなかこう厳しい部分があるとは思っておりますが、当初、思っておりしました分からしますと、や

はりこの４年間整備を続けてきておりますので、その成果はあったというふうに考えております。以上でご

ざいます。 

◎議長（山口 和幸君）  久保田議員。 

○議員（１３番 久保田 久男君）  遺族会の話ですが、私はせっかく町一本化されて、慰霊祭等が行なわれ

ておりますが、この慰霊祭等ですね、やっぱりマンネリ化しないようにですね、何か一つ、ちょっともう１

工夫必要じゃないかなという思いと、一般の人も、その来ていただけるような何か手だてが必要じゃないか

なという思いがあっとですよ。つまり何を言いたいかと言いますと、今年はせきれい館でありましたが、文

化ホールでされるならば、文化ホールを生かした、例えば平和に関する、その映画の上映とかですね、何か

そこら辺もセットで行うような、その慰霊祭等がですね、やっぱり、やれればいいんじゃないか、遺族会の

関係者だけじゃなくて、やっぱり一般の人たちにも、平和の尊さ、その戦争が風化されないためのですね、

施策はやっぱりやっていかなければならないんじゃないかと思いますので、一考をお願いしたいと思います。

それからグラウンドにつきましてはですね、幾らかの成果は上がってるということではありますが、やはり

その生徒さんたちがですね、十分そのあの広いグラウンドをですね、利用できるような整備をですね、やり

ながらやっていただければと思っております。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  生活福祉課長。 

●生活福祉課長（竹下 正男君）  今の提案ありがとうございました。文化ホールで本当に平和の映画を上映

したりしまして、一般の方を参加を呼びかけるということは、私もいい考えかなと思っております。ただ今

せきれい館でやっておりますのは、中学生の方にも参加していただいて、話をしておりますが、中学生のほ

うにも、そういうことを、風化しないようにということで、思いを持って作文とかいろいろ書いていただい

ておりますし、そういうことも少しずつはやっておるんですけども、もう少し本当に一般の方も入れたとこ

ろで、参加していただけるように、そこは考えていきたいと思います。ありがとうございます。 

◎議長（山口 和幸君）  教育課長。 

●教育課長（木下 尚宏君）  サッカー部の練習につきましても、確かに養生期間を置くことによってですね、

練習は可能だというふうに思っておりますので、その辺は学校の部活の先生方で考えていただければいいの

かなというふうに考えております。またある程度の予算をかけての管理をしてまいりましたけれども、グラ

ウンド環境の維持という面でですね、今後も施肥、目土、薬剤散布、必要に応じましては、エアレーション

ですかね、そういった部分も入れていく必要があるかなというふうに考えております。ですので、学校で管

理していただく分と、内容によっては、業者の方に委託する部分が出てくるかとは思っておりますけども、

その辺の予算を３１年度以降もお願いしたいというふうに考えております。以上でございます。 

◎議長（山口 和幸君）  他にございませんか。皆越議員。 

○議員（１０番 皆越 てる子さん）  １点だけお尋ねします。建設課長です。８５ページですけども、環境

整備の支給事業費の中にですね、６地区で共同作業を実施していただいたというような説明でございました。

その中にですね、今年の予算の中に報償費として講師謝金が５万円ほど組まれておりますので、この講師に

ついてですね、どういう計画をもって、講師謝金を予算化されましたか、御説明いただきたいと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  建設林業課長。 

●建設林業課長（坂本 健一郎君）  ただいまの質問の、環境整備資材等支給事業の報償費、講師謝礼の件で

ございますが、実は２９年度の当初予算におきましても、１回、一旦要求した経緯がございました。２９年
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度につきましてはですね、査定の中のやりとりで、とうとう予算計上までには至らなかったわけですが、今

年度は改めて、講師謝金をということで、上げさしていただいております。この件につきましてはですね、

環境整備、地域づくり、我が区の地域のコミュニティーとか、そういうふうな関係で、そこらあたりの造詣

の深い方、あるいは地区っていいますかね、そういうところの方を区長会にでもお招きして、お話をしたら

ば、さらにこの事業がですね、深く認識されて、良い事業活動になるんじゃないかというようなことでです

ね、担当のほうも、そういうふうな思いでこの予算要求をして、予算計上に至ったということでございます。 

◎議長（山口 和幸君）  皆越議員。 

○議員（１０番 皆越 てる子さん）  説明していただいて、地域に反映していただくというような講師を招

くというようなことでいいんでしょうか。 

◎議長（山口 和幸君）  建設林業課長。 

●建設林業課長（坂本 健一郎君）  はい、例えば区長会というようなことを申し上げましたけども、分館長

会あたりもございますので、できれば合同で、あるいは参加できる方がたくさん来れるようなですね、機会

を見つけて、開催をできればというふうに考えております。 

◎議長（山口 和幸君）  いいですか、他に。橋本議員。 

○議員（４番 橋本 誠君）  ４番、橋本です。ページ７９の公有林整備事業と、ページ８８の道路改良費の

２点についてお伺いします。まずはですね、公有財産整備事業の中で、今回、植樹祭が深田で第３回目の植

樹祭がですね、２月２５日にありましたが、このときですね、非常に雨も降ったのもあるんですが、ちょっ

と少なかったということが、４０人か５０人ぐらいだったですかね、少なかったんですよね。第１回目が霧

島神社、そして２回目が麓城、そして３回目が高山ということで、来年は須恵になるんですかね。場所的に

は。そこでですね、私がちょっと思うんですが、今まで私たちのときには、記念樹を中学校なんかに植えた

ことが、経緯があってですね、そこらのやつを、今は記念樹としてはされてないと思うんですが、そういう

記念樹的なもんをしたいという人たちがおられた場合、一緒にですね、その日に記念樹を植えるっていうこ

とを広報したらどうかなと思うんですね。その場合、最終的にはもう合併１５年もなって、ひとところに、

例えば、仮に高山でもいいですよ。高山のこないだの場所の所にでも、皆で植えるような考え方をできない

か、の１点とですね、もう一つはですね。ページ８８ページの道路改良についてですが、町道のですね、歩

道の進捗状況と、今現在計画されとる中のどれぐらいできてるかを、ちょっと教えてもらいたいです。以上

です。 

◎議長（山口 和幸君）  建設林業課長。 

●建設林業課長（坂本 健一郎君）  植樹祭の件につきましては、議員各位、御参加いただきまして大変あり

がとうございました。ただいま、おっしゃられたとおり、今年度で３年目を迎えました。場所の選定につき

ましてはですね、当初はできれば旧町村を順番に回りたいというような意向での開催でございました。あと

は、免田地区につきましてはですね、町有林がございませんので、もしやるとすればどこかなという箇所も

ちょっと選定に難儀する場面もあります。ということは次は、須恵地区でございますが、ここもまだ、ここ

という確たるところは、３０年度の事業予定でございますので、決めておりませんけども、議員から提案が

あったとおり、植樹の木とすれば、鑑賞樹、紅葉ですね、広葉樹を植えておりますので、奥山じゃないとこ

ろですよね。ましてや、高山の遊歩道等の整備の構想もあるようでございますので、そういうことも考えま

すと、場所を限定して、あそこ一帯をずっと記念樹の箇所にということも十分考えられると思います。です

から、次は須恵地区ということでございましょうが、当地区からいや順番だから、ぜひ順番どおりやってく

れという大きな声がなければですね、場所の選定については、柔軟に考えてもいいんじゃないかというふう

に担当課では思っているところでございます。それから、道路改良、歩道整備でございますが、中学校を中
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心としたですね、歩道整備はほぼできるところにつきましては、進捗しておるところでございます。％につ

いては何％進捗ということはちょっと数字的には持ち合わせておりませんで、ご容赦いただきたいと思いま

すが、まず用地交渉が可能な箇所、用地購入が済んで、済む箇所につきましては順次やっているところでご

ざいます。それから予算審議の中でも、あるいは一般質問の中でもですね、あと政策路線といたしまして、

岡留の横からですね、免田から古町橋に行く、道路改良歩道整備につきましては、３０年度で用地買収にか

かるという予算を計上したところでございます。工事的には３１年度以降に着手と、その路線についてはで

すね、いうところでございます。歩道整備については、以上のような状況でございます。 

◎議長（山口 和幸君）  橋本議員。 

○議員（４番 橋本 誠君）  一応ですね、来年は順番から言えば須恵になってますんで、そういうことはや

っぱしされて、最終的にはですね、もうやっぱし、一つの町になったんですから、１カ所っていう案でも、

校区別でもしかたなかでしょうばってんが、できれば同じ一つのところに、みんなが集まって来れるような、

やっぱ場所を設けてでもですね、やる方向性で行ってもらいたいと思います。その面ではですね、広報とか、

やっぱ周知ば、やっぱ徹底してですね、やっぱやられんば、やっぱ少なか人数で言えばせっかく行ってです

ね、皆さん、大変でしょうけど、やっぱしそういう思いでやっぱりやってもらわんばですね、でけんと思う

とですよね。そこの周知は十分注意してやってください。それとあの歩道に関しては、もしもですね、歩道

が進まんならですよ、県道でもできるとこなんかあれば、県に今後ですね、やっぱ要望してでも、歩道的に

できないとこは、やっていくべきじゃなかなって思いますけど。 

◎議長（山口 和幸君）  町長。 

●町長（愛甲 一典君）  私が植樹祭の件でちょっと、今の議員の提案に、ちょっと話をさせていただきます。

私も皆さんと一緒にですね、植樹祭、全部参加をさせていただいてますけど、やっぱり参加しながらですね、

これでいいのかなと、いつも思いながら参加してます。今年は雨もありましてですね、ちょっと本当に少な

かったんですけど、いい機会ですからですね、来年度以降の植樹祭のありかたは見直してみたらいいかなと

思ってます。今言われましたように、担当課でも言いましたけど、高山をですね、一つは、するのもいいか

わかりませんね。高山を今後その全体を、どういうふうな、あの山をしていくのか。前あそこを、いろいろ

２・３年前に、いろいろ提案したこともあるし、ずっと数年前にも、議員さんから、あの山をこうしたらい

いという意見もだいぶいただいたこともありますので、高山あたりをですね。利用度を含めて、全体を、こ

のプランを考えてですね、そこでどんどん段階的に植樹していく。もちろん、地元から強い要望があればで

すね、それはそれでまた考えていいんですけど、そういうこと含めてですね。今年は、と言いますか、来年

度からですね。ちょっと本気で、一歩踏み込んだ見直しをしていければと思っておりますので、あえてここ

で言いました。議員の皆様のですね、また説明して、理解を得ながらやりたいと思ってますからよろしくお

願いしておきます。 

◎議長（山口 和幸君）  建設林業課長。 

●建設林業課長（坂本 健一郎君）  歩道整備の件でございますが、町道ができなければ、県道にも要望をと

いうようなことでございますが、当然、県道と町道との歩道が必要な箇所で、接続点ですね、そこらあたり

は県との協議でどういうふうにやっていくか、協議しながら現在やっているところでございます。それとあ

の、県道の必要箇所についてはですね、大方歩道がついてると思うんですけども、ただ後は、狭い部分です

ね、それと段差がある部分について、特にあの免田の街中が１番、段差があって危ないところでございます

が、ここはやっぱ本道の幅員関係がありますので、簡単に拡幅っていうようなことはできないと思いますけ

れども、その他の箇所でですね、危険個所で、早急にでも対応していただきたいということにつきましては、

県のほうにも逐次要望を上げていきたいというふうに思います。 
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◎議長（山口 和幸君）  いいですか。他に、難波議員。 

○議員（２番 難波 文美さん）  ２番、難波です。企画財政課にお尋ねいたします。ふるさと寄附金のです

ね、今年度、収入見込みで３,０００万円を計上してございました。昨年の実績が２,７００万ということで

したので、非常にこう遠慮した見積もりかな、予算かなというふうにちょっと感じておりました。ふるさと

納税がですね、人吉市では５倍になったということで、新聞で見ました。これは返礼品がかなり増えたとい

うことなんですが、今回町長の施政方針７ページにございました、ふるさと納税についての文章でですね、

総務省からは、豪華な返礼品競争やめなさいという通達があったということなんですけれども、やはりその

返礼品の数、これはふるさと寄附金を集めるための１番のかぎだと思うんですね、できましたらですね、地

元で頑張ってらっしゃる手仕事をされてる方たちのもの、そういうものも、その返礼品の中に含められては

どうかと思いましたので、どのようにお考えか、ちょっとお聞かせください。 

◎議長（山口 和幸君）  企画財政課長。 

●企画財政課長（神田 利久君）  ふるさと納税につきましては、平成２７年度からですかね、返礼を行って

おりまして、２７年度はたしか、３,６００万入ってきたかというふうに思います。２８年度が３,１００万

程度ですね、２９年度が今現在２,７００万をちょっと超えたぐらいの寄附をいただいているところです。

平成３０年度は、ここ数年、当初が一応３,０００万というところで、目標額をする定めて行っておりまし

て、一応目標として３,０００万を計上しているところです。平成２９年度で総務省から通知がありまして、

返礼について、非常にこう豪華なものをやっているところがある。所によっては、返礼に７割・８割かけて

やっているところもあるというふうな話を聞いております。それはそこの市町村のですね、取り組みという

ことで、返戻はそういうふうに７割８割やるけれども、そこの市町村の企業といいますか、お店といいます

か、そういったところが所得が上がるようにというふうな取り組みでなされているようです。総務省の通達

では、貴金属とかもやっているところがあるというふうなことで、非常に豪華な商品を返礼品としてやって

いるというふうなことですので、そういったところでの戒めということで、返礼品については、寄附額の３

割以内というふうなことでの通知が来ておりまして、それを確実に守ってる町村、それからそれを無視して

やっているところも、まだあるらしいです。定期的といいますか、何回かは、やはり総務省のほうから調査

が、今も来ている状況でして、それについて、あさぎり町としては３割以内の方向で一応やっていくという

ふうなことで今しておりまして、返礼品の数につきましては、いろいろ毎月関係者が寄ってですね、協議は

しております。その中で上げられるものは、上げるというふうなことで一応取り組みを行っておりますが、

これというふうな目新しいものがですね、あさぎり町の場合はまだ出てきてないというふうなところはあり

ますけれども、今１番、返礼品で出ているものが、季節的な果物ですかね、そういったものが出ております。

それからあと肉ですね、そういったものが出ておりますけれども、今後はＰＲの仕方もかなりあるというふ

うに思います。うちの場合がふるさとチョイスというサイトを使って行っておりますけれども、他の市町村

においては、また違ったサイト等も使って行っているというふうなことですので、そういった部分もですね、

今後、ふるさと納税の寄附をしていただくためには、別なサイトっていうか、そういったものも今後検討し

て、そして今振興社のほうに委託して発送等を行っていただいておりますけれども、それと参加されている

ところがある程度限られたところになってますので、その枠をどう広げていくか、そういったところも、今

後検討していきたいなというふうに思っているところです。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  難波議員。 

○議員（２番 難波 文美さん）  はい、わかりました。今課長がおっしゃったようにですね、返礼品を提供

してくださる業者さん、そこの幅を広げるところが１番大事なのではないかというふうに思ってるんですね。

といいますのも、私もよく全国のふるさと納税見ますが、やはり食料品というのはどこでもあるんです。そ



- 306 - 

この特産品というのはですね、やっぱどうしても食べ物で競争するのではなくてですね。そこでしかつくれ

ないもの、例えばですね、須恵地区では和綿を栽培されてですね、住民の方とか、学校とかがみんなで一体

となって和綿を育てます。そしてその和綿を使った製品をつくっていらっしゃる。値段的にはちょっと高い

んですけれども、そういうプレミアムのついたような商品、そういうものをふるさと納税の中に入れていっ

てほしいと思いますし、また今回ホームページの刷新がございますので、余計にその辺に期待をしていると

ころでございます。できましたらですね、３,０００万が１億円というふうに桁が増えるような、明るい方

向に向かってのですね、ふるさと納税の返礼品のお考えをですね、やっていただければというふうに思いま

した。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  町長。 

●町長（愛甲 一典君）  私もですね、実は人吉市のふるさと納税見てびっくりいたしました。難波議員から

言われました、やっぱり特徴ある商品を入れていくというのは、大事なことなんですね。ですから木工製品

も結構面白いもの作っておられますし、手仕事でですね、いろんな編み物もあってますし、和綿もあります

よね。ぜひそういうなことをですね、入れていきたいと思います。私も今最高で３,５００万ぐらいって、

ずっと今３,０００万ぐらいでも横ばいになってますから、このままではちょっとだめだと思ってますので、

ふるさと振興社のほうも絡んでますのでですね。私はそこの取締役もしてますから、代表のですね。定期的

な会合を持ってですね、返礼品の額は総務省の指導に従うとしてもですね、もっと特徴あるものを行って、

まずは１億いきたいですけど、５,０００万ぐらいはですね、まずは超えるということで頑張ってみたいと

思います。 

◎議長（山口 和幸君）  いいですか、ここで１０分間休憩いたします。 

 

休憩 午前１０時５７分 

再開 午前１１時０７分 

 

◎議長（山口 和幸君）  休憩前に引き続き会議を再開いたします。質疑ございませんか。市岡議員。 

○議員（１番 市岡 貴純君）  １番、市岡です。１点だけ、建設林業課のほうにお尋ねをいたします。９０

ページになります。土木費の中の住宅費でございます。こちらで１点だけお伺いをいたしますけれども、現

在、町営住宅の入居者選考委員の報酬などでございますが、この町営住宅に関しまして、現在の入居のです

ね、状況などを少しお知らせいただければと思います。また今年、抽せんがあるかと思いますけれども、実

際どれぐらいの人たちが応募されて、何名の方が、今回は空き室の中に入れるというのも、数字がわかりま

したら教えてください。 

◎議長（山口 和幸君）  建設林業課長。 

●建設林業課長（坂本 健一郎君）  それでは、まず町営住宅の新年度、３０年度の管理戸数については、全

体で４０７戸というふうに説明を申し上げたところでございます。それから空き状況でございますが、現在

のですね。町営住宅で６戸、特公賃で１戸、それから須恵ハイツについては空きはありません。これに対し

まして、先日、入居者の審査委員会をしていただきましたが、そのときの応募状況でございまして、まさに

今夜抽せん会を行うということでございますが、町営住宅が空き６に対しまして２４名、特公賃が、１戸の

空きにつきまして７名、須恵ハイツの空きなしについて３名の方が、申し込んでおられます。同じ部屋、同

じ団地にですね、競合するところは、当然抽せんで早い人順に入っていただきます。空いてないところにつ

きましては、そこに順番を付けてですね、空き次第、その方々に御案内を申し上げて、どうですかというこ

とで、申し込みされていた団地が空きました。順番が来ましたので入りますかというような、案内をですね、
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３０年度間、１年間の有効期間で行います。以上でございます。 

◎議長（山口 和幸君）  市岡議員。 

○議員（１番 市岡 貴純君）  先ほど数字のほうで約３４名、家族にしてですね、さまざまな若い方からお

年な方まで、応募されていると思いますけれども、やはり、これだけの方、その中から本当に７件、７家族

の方しか入れないと。そうなりますと、やはりですね、また来年かっていうことで、延ばされるか、もしく

は民間、もしくはということで、やはりこの空き家を含めてですね、商工観光課の空き家対策も含めて、さ

まざまに連携をとっていただける要素は、まだまだあるのかなっていうことを感じております。そうしまし

て、やっぱり若い人たちをですね、私もあの住宅に入居させてもらったことございました。やはり若い家族

が多い住宅だったもんですから、見る見るうちにですね、保育園ができるぐらいの子供の数が増えた記憶ご

ざいます。やっぱりこういった人たちの定住の機会、チャンスを逃さないようなですね、取り組みを、偏っ

てはいけないとはわかりますけれども、そういったところ須恵地区も含めてですね、そういった取り組みも

少し考慮していただけると、まだまだ、これだけ残りたいっていう方、あさぎりに住みたいという方がいら

っしゃるんであれば、進めていただきたいと思います。答弁お願いします。 

◎議長（山口 和幸君）  建設林業課長。 

●建設林業課長（坂本 健一郎君）  町営住宅の空き状況につきましては、ただいま申し上げたとおりでござ

います。それで特に子育て世代につきましては、御承知のとおり、須恵地区の中央ハイツが、まさにそうい

う目的で建てられた分でございます。ということは、ここはもう今現在満杯ということは、うれしい限りと

いいますか、目的に沿った形で入居されているものと思います。それから特公賃につきましては、ある程度

所得のある方々というような目的の町営住宅でございますので、そこも空きが今のところ１戸しかないとい

うことで、申し込まれた方、できるだけ多くの方に要望にこたえたいところでございますが、こういうよう

な状況でございますが、１年間のですね、空き状況を見ながら、スムーズに対象の方には入居していただく

ように、お願いしたいというふうに考えております。 

◎議長（山口 和幸君）  市岡議員。 

●建設林業課長（坂本 健一郎君）  それではもう１点だけ須恵地区のですね、後の分譲の状況はおわかりで

しょうか。須恵地区住宅の後側の分譲地の進捗です。 

◎議長（山口 和幸君）  総務課長。 

●総務課長（土肥 克也君）  旧須恵中学校の分譲事業でございますが、５区画予定しておりました。公募に

よって募集をしまして、１戸っていいますか、１区画の申し込みがあり、その方には所有権移転登記といい

ますか、分譲が終わったところでございます。残りの４区画につきましては、まだ希望される方がおられま

せん。引き続き、分譲事業を実施しておるということで、広報紙、ホームページ等々でお知らせしてまいり

たいと思います。分譲事業につきましては、継続して行っているものでございます。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  他に、小見田議員。 

○議員（１１番 小見田 和行君）  １１番です。３点について質問いたします。まず１点はページ３４ペー

ジのですね、財務諸表作成支援業務委託料ということで、前回もちょっと質問いたしましたけど、公会計を

導入する、要するにこのツールを使っての効果と、今後の庁内の体制づくりをどういうふうに考えておられ

るか。要するに、この生かし方をどのように検討されているのかということが１点です。それから２点目は、

ページ４１ページの光ファイバーの設備の保守委託がありますけど、まだ債務負担行為も５,２９７万ほど

残っておる現況で、去年も同額の計上がなされておりますけど、この保守点検に対する保守の対するその内

容ですかね、どのようなことをされて、１，２２６万７,０００円が予算化されるのかが２点目です。それ

から、３番目はですね、ページ５１ページのデマンドバスについてでございますけど、これも、この前、質
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問で途中でやめたんですけど、今後、温華乃遥温泉等が統合されまして、１２月までの運営で、あとヘルシ

ーランドに一本化されるわけなんですけど、その場合にですね、やはり、なかなか難しい問題とは思います

けど、そういう利用者の方を、ヘルシーランドに運ぶというときに対する運賃といいますか、協力をした地

域の人に対して、そのヘルシーランドに行ってくださいと言った以上は、何らかのやっぱりあの措置は必要

かなと思いますんで、ここは町長にお答え願いたいと思います。この３点でございます。 

◎議長（山口 和幸君）  企画財政課長。 

●企画財政課長（神田 利久君）  まず１点目の財務諸表についてというふうなことですが、財務諸表につき

ましては、平成２２年度の決算からですね、あさぎり町としては総務省方式、改定モデルということで、決

算財務諸表を作成し、住民の方に公表を行ってきたところです。２７年からですね、２９年にかけて、国の

ほうから、統一の基本モデルですね、これに沿ったところで財務諸表を作成しなさいというふうなことでな

っておりまして、あさぎり町は平成２９年度で、その統一されたモデルによる財務諸表ですね、これを作成

するようにして、今現在まで取り組んできております。一応、まだ、これは委託をしてですね、そして作成

をしているところで、全面的に委託というわけでなくて、委託している業者の支援も受けながら、そして、

一応作成はしているところです。今年度中には、成果品が納入されるというふうに思いますけれども、今後

どういったふうにして生かすかというふうなことになるかというふうに思いますが、その部分についてはで

すね、体制づくりとか、そういったものがまだできてない状況でして、今後は全職員に対する公会計の研修、

そういったものも必要になってくるかというふうに思います。これは公会計ですので、複式簿記というふう

なことですので、仕分けが必要になってきます。これ日々仕訳にするのか、あるいは期末一括仕訳にするの

か、まだそこの結論が出てない状況でして、日々仕訳となると、非常に事務量が増えてですね、厳しい場面

も出てくるかというふうに思います。そういったことで、今のところは期末一括でもいいのかなというふう

なところで、現状としては考えております。もしその期末一括での仕分けということになった場合でも、こ

れ職員数とも関係してきますので、そういったところは、今後協議を重ねながらですね、その体制づくりと

いうのは考えていきたいというふうに思っているところです。それと、分析と言った場合には、やはりそう

いったシステムといいますか、そういったものが必要になってくるかというふうに思いますが、今現在は、

その委託業者の支援を受けながらということですので、まだこの職員でいろいろな出てきたものを分析とか、

そういったするところまでは、ちょっと至っていない状況でして、今後３０年度ですね、そういったところ

を考えながら、よりよい体制をつくり上げていきたいなというふうに思ってます。それから光ファイバーの

設備の保守点検委託料のことだというふうに思いますけれども、これにつきましては、光ファイバーの部分

と、それから、地デジ放送ですね、そういった部分と、それからＩＰ告知関係、こういったものの保守点検

というふうな形になってきます。これは一応作った時点からですね、委託をして保守点検をしているところ

です。 

◎議長（山口 和幸君）  町長。 

●町長（愛甲 一典君）  温華乃遥温泉の利用者の方がですね、あそこが利用を閉鎖したというときに、どう

いう対応するかということでありますけど、やはり１番の取り組みはオンデマンドの、この仕組みをですね、

どううまく組んで、岡原地区の方たちが、ヘルシーランドへも行きやすい環境をつくるかということであろ

うと思うんですよね。これは料金の問題とかいろいろまだ、これから検討することがいろいろありますので

ですね、そこんところは、一定の配慮といいますかね、できればいいなと思ってますけど、今後の検討だと

思ってます。議員のご指摘を頭に入れながらですね、今後検討していきたいと思っております。 

◎議長（山口 和幸君）  小見田議員。 

○議員（１１番 小見田 和行君）  １点の財務諸表作成支援業務に関しましてですね、ほんとに複式簿記に
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なった場合に、仕分けが日常で毎日やるのか、おっしゃるように期末一括でやるのかということで、職員さ

んに対して、かなりの負担が予想できるわけなんですよね。熊本県での先進地というのは宇城市が、ご存知

のように進んでますけど、ここのことを調べたときも、やっぱり仕分けに対してのですね、仕分けの自動化

というの導入されてて、それで負担を軽減してるという、もうやってる事例がございました。それから、こ

のですね、市の総務部の財務課長さん、固有名詞は避けますけど、その方はですね、中央公会計活用のあり

方に対する研究会の１メンバーでございます。やはり今後、公共施設のマネジメントを進める上にも非常に

大事な公会計でございますので、こういうことを、やっぱり体制づくりとか、その仕分けの問題とか、実務

に関しては、熊本県内にですね、こういう優良な先進地があるならば、早く研修でも積まれましてですね、

全部、その委託でまたいろんな業務をやるということなると、それにまた費用がかさむ話になりますんで、

この公会計については、やっぱり、職員さんの意識を変えないといいますか、そういうふうにもう、行政も

経営感覚を複式的な発想のもとでやるべき時代が来ていると思うんですよ。だからそれに向けては、どっか

に委託して、それをまた動かしていこうという考え方よりも、やはり、いずれはもう職員さんで、仕分けも

ちゃんとして、負担を軽減するような方法も、そういう先進地を学んでですね、やはりやられたら、優良な

事例が熊本県内でありましたので、その辺のところを検討願いたいと思っております。それから２番目の光

ファイバーの保守委託料もですね、要するに保守委託と言われて、同額の金額を、ずっと債務負担行為で支

払っていくわけなんですけど、その内容がですね、どのような点検をして１,２００万ほどかかるのかとい

うふうなことは、皆さん疑問を感じならんですかね。やはり、これが本当にあの適格な値段なのか、以前、

一般質問で申し上げましたことあるんですけど、こういう保守点検委託料をですね、一括して発注している

自治体が日本にあることを御存じだと思うんですけど、やはりそういうところに発注して、その適正な価格

なのか、必要な補修、不必要な補修等をですね、検証しながらやっている自治体があると聞いておるんです

けど、やはり１社に任せたということでいいのかなというふうに思ってます。これはもう光ファイバーだけ

に限らず、ほかの点検委託に関しましても、課毎に委託料で、いろんな保守点検の委託料、別々に出してお

られますけど、課を横断してやる自治体もあるということは、御存じと思いますけど、そこでかなりの経費

の削減を行っております。だからそういうことを考えたときに、今後の保守点検委託料についての将来のあ

り方については、いかがお考えなのか。それから、デマンドバスに関しましては、やはり私もいろいろ考え

たんですよ。温泉の説明会のときに、やはり、岡原の人とは言いませんけど、あそこを利用されて車で行け

ないような方々に対する、やっぱりフォローとしては、デマンドバスがあるというふうなことは、あの時た

しか町長明言されたと思いますけど、だけどなかなかですね、片道３００円、往復６００円、入浴料がまた

それ３百何十年円ということになると、１回入浴するのに、１,０００円ということになると、もう行けな

いよねというふうに、断念せざるを得ないということに、現実的になろうと思うんですけど、だからそこを

何とか知恵を絞るべきかなと思います。だからそこはもう予算に絡むことで、いろいろ割引とか、考えるん

ですけど、そこら辺は非常にこれは悩ましいことは私も十分理解するんですけど、そこで今後説明会等にで

すね、どのようにデマンドでというふうなことで、納得をしていただくようなことをですね、やはり削減は、

温泉を統合しただけのメリットはあるはずですから、少々の負担はということで考えてもらいたいと思って

おります。 

◎議長（山口 和幸君）  副町長。 

●副町長（小松 英一君）  最初の２点についてですね、担当課長のほうから、まずは答弁を申し上げました

けれども、財務諸表につきましては、今議員がおっしゃったように、実はあさぎり町でもですね、宇城市に

はかなり前ですね、課長さんのお話しと、現場での取り組みを勉強に伺いました。多分マイクロバス１台ぐ

らい職員を引き連れてですね、行きました。もうまさに私たちの理解しているところを、はるかに先進的に
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やっておられるということで、あそこまで何とかこう私たちも追いつこうというようなことを、確認して帰

ってまいりました。今、また当然ですね、全国のそういう協議会のメンバーでございますので、なおかつ、

複式簿記に対する、やっぱり相当な知識と経験、これがございます。ですから、今後もですね、私たちも、

職員に、まずはなぜ複式なのかですね、なぜ公会計が導入されているのかという、その理屈の部分を十分浸

透させていきたいと思います。このことは、既にもう上水道でもやっております。今うちの上水道の会計担

当は、もう相当長く経験しておりますので、知識も豊富に持ち合わせておりますし、そのような町内の職員

の経験、それから知識をほかの職員に広げていくということもあわせてやりたいと思います。このことは大

変大事なことですので、職員研修の中にも当然取り入れていきますし、足りない部分の点検ですね、あるい

はアドバイス、そういうところについては、やはり業務委託の部分が残らざるを得ない部分もあろうかと思

いますけれども、やはり職員が理解して実行していく、そしてそれを財政運営に活用していくというのが目

的ですので、そのことは十分認識をして、職員に浸透させていきたいと思っております。それから、２点目

の光ファイバーですけれども、このことにつきましては、今おっしゃったように、１社にその補修点検を随

意契約でお願いしているというのは今の現状でございます。ただこれはですね、議員も御承知かと思います

けれども、前提がございまして、今貸し出しをしている企業さんが、その賃料を持って、保守点検をしてい

ただいてるんですよね。これは光ファイバーを開設しました当時はですね、その使用料と保守委託料を相殺

する、いわゆる歳入にも歳出にも上がってこないというふうな特殊な契約をもって、光ファイバーの管理を

行いました。しかし、やはりそこには、歳出予算の透明性が必要だろうということで、歳入予算で、今年度

でしたら２４ページにですね、普通財産の貸付収入というところで、光ファイバーの貸付収入がございます。

この２,３００万なにがしかと保守委託料がほぼ相殺されてるんですよね。このことはもう数年前ですので、

そのような認識でやってきました。しかし、賃料は賃料いただいて、必要な補修業務については、きちんと

明確な数字をもって歳出をしなさいという監査委員からの御指摘をいただきましたので、今は明確に歳入歳

出予算を計上しております。ですから、１社ということの特異性については、やはりその点は、光ファイバ

ーの管理、それからうちがお願いをしておりますあさぎり光の運用、そういったもので、１社随契という部

分の特異性は逃れませんけれども、その数字の積み上げですね。積算の根拠については、当然年度末をもっ

て、どのような保守点検業務があって、定期的なものあるいは臨時的なものを含めて、その報告を求めてい

きます。そのことについては、今申し上げましたように、賃料と保守点検業務料が、今ほぼ同額で推移して

ますし、うちのほうが特別持ち出してるのは、そこの旧上村役場を使っておられます機材のところの電気代

の７０万ほどですね、この分は町が持ち出してるというふうな考え方で、今ずっと継続しております。その

ことは申し上げておきたいと思いますが、確かに何回も言いますように、積算の数字あるいは実績というも

のはつかんでまいります。そのことは、今後も毎年度の清算の中で、把握をしていきたいと思っております。

あと、一括のですね、その他業務委託等、御質問がありました。このことは、総務課のほうが一括の業務委

託について、今検討の場についたばかりですけれども、その考えがあるようですので、御報告させていただ

きます。 

◎議長（山口 和幸君）  総務課長。 

●総務課長（土肥 克也君）  一括の業務管理、保守関係の業務委託なんですが、以前一般質問の中で、議員

のほうからも御紹介いただきました。そのときの名称といたしまして、包括的業務管理委託ということで、

御紹介いただいたものでございます。その質問を踏まえまして、議会の後の課長会等の中でも、内容等の確

認は、制度的なものの確認はさせていただいたところでございます。ですが、まだまだ、どれを具体的に行

うというものには至っていないところでございます。ですが、これは今後、公共施設のマネジメントを進め

てまいります。これも一般質問でありましたとおり、横断的に進めていくものでございます。ですから、こ
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ういう先進的な方法、また先ほど経営的な感覚とか意識ということも申されました。その意識の醸成を企画

財政課で行います公会計また固定資産台帳の研修と合わせて、今後の公共施設のマネジメントの中で、職員

全体の行為平準化といいますか、意識がどんどん高くなって、平準化していくような取り組みを進めてまい

りたいと思います。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  町長。 

●町長（愛甲 一典君）  温泉の利用に対してどういうふうにですね、対応するかということについてはです

ね、先ほどちょっと申し上げましたけど、私も今の乗り合い、オンデマンドで想定します料金等から考えれ

ば、とても行ってもらえないという認識を持ってますんです。しかし、一方でですね、免許返納制度とかで

すね、いろいろ行うことになりますし、やっぱり毎日ではなくてもですね、週に１回か２回とか、行ってい

ただくことによって、非常に健康に資する分とかいろいろありますので、優待券なのかですね、いわゆるそ

ういった、ある程度サポートが必要な方のところは十分検討した上でですね、何らかの支援はやっぱり必要

かなと思ってますので、そういうことも含めてですね、いろいろと検討はしてみたいと思ってます。 

◎議長（山口 和幸君）  小見田議員。 

○議員（１１番 小見田 和行君）  公会計につきましてですね、なかなか結構、意識的には進んでおられる

ということで、私も安心しました。今後、くどいようでございますけど、さっき総務課長もおっしゃいまし

たように横断的な取り組みについては、もういろいろな関連がございます。それで、公会計の場合も、マネ

ジメントの場合も、課を横断して試算を、包括的に管理することになろうと思うわけですよね。だから総合

的な話になりますけど、やはりその中における、やっぱり、分類毎の資産等のメンテナンス・保守管理に関

しては、もう横断的にやること自体が、自然のあり方だと思うんですよ、将来的には。だからそれはもう、

公会計の導入とか、公共施設マネジメントと時期を一緒に運用されるように、状況になるもんですから、そ

れについては十分に今後の御努力を期待したいと思います。それからデマンドバスに関しましては、これだ

けやると今度は他のところにも、やはりそういう話が出る、免許の自主返納の場合に対しても、タクシー券

を発行したり、いろんなことをやっているんですけど、やはり公平平等ということからいくと、非常にこれ

をやってしまうと、またそういうような問題があったということで、執行部としては悩ましいことだと思い

ますけど、何らかのそういう気持ちをですね、やはり協力いただいた方に対して、やはり姿勢を見せること

は、やはり全然なしというのは、やっぱりいかないと思いますので、そこの所は十分な検討願いたいと思っ

ております。はい、以上でした。 

◎議長（山口 和幸君）  答弁よかですか。総務課長。 

●総務課長（土肥 克也君）  言われましたとおり、この公会計、また公共施設のマネジメントにつきまして

は、これは個々の職員、もうすべての職員に関係することでございまして、職員の業務にあたる中で、もう

根幹にあたるものと認識しております。議員おっしゃいましたとおり、根幹に当たる部分というものにつき

ましては、職員一丸となって研修、学び、徹底して、推進してまいりたいと思っておりますので、よろしく

お願いいたします。 

◎議長（山口 和幸君）  町長。 

●町長（愛甲 一典君）  オンデマンドの中でですね、やっぱり一定の支援は考えていきたいと、またその他

の地域との公平感も含めてですね、しっかりと考えてみたいと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  他に、徳永議員。 

○議員（１５番 徳永 正道君）  １５番です。町長にお尋ねをいたします。今、町長のまちづくりのキーワ

ードであります、健康と幸福、これに基づいたところで、おかどめ幸福駅周辺が整備をされております。周

辺の整備はいいんですけれども、公園整備はいいんですけれども、やはりこれから、あそこが、完成すると
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いいますと、公園来訪者が多くなると思うんですね、また多くなってもらわなくては困るわけでございます

けれども。そこで、考えるのは、やっぱりいろんな交通事故とかですね、いろんな事故、若いお子様連れの

方々がこられるということになると、やっぱりお子さん方の事故等にもつながるわけでございます。そうい

う意味から、やはり周辺整備は必要になってくると思うわけですね。ですから、今深田からおかどめ幸福駅

に通ずるところは、新たに歩道設置が計画されているようでございますけれども、そうすると、やはり車の

量とか、相当な量になってくるということも予想されます。ですから、あそこの踏切周辺は、非常に閉塞的

な交差点になっております。ですから、あそこは確かに町道だろうと思うんですけれども、あそこにやはり

今、ツートンカラーでですね、白と青の横断歩道が、新しく設置されとるところもあります、進んでいるよ

うでございます。ですから、そういう横断歩道等をですね、やっぱり交通事故防止の観点から、設置する必

要があるんじゃないかと。あそこは、お年寄りの散歩コースにもなっておりますしですね、そして学生の通

学路にもなっておるところでございます。そういう意味からしてですね、早急な設置が必要だろうという思

いでおります。それとあわせて、黒田公民館周辺のですね、舗装、これも必要になってくるんではなかろう

かと。やはりさっきも申しましたように、若い奥様連れが、あそこに上がってくるわけですね、小さなお子

様連れは。そうするというと、やっぱり交通的な事故にもつながりますでしょうし、あるいはまた石につま

ずいて、転んでけがをするというふうな懸念も予想されます。ですから、あそこの隣接されてる方が貴重な

財産を寄付をされてですね、そして町に有効的に活用してほしいということもあっておるようでございます

ので、そこらあたりを勘案してですね、早急な周辺整備をお願いしたいと思うわけでございますけれども、

町長いかがでしょうか。 

◎議長（山口 和幸君）  町長。 

●町長（愛甲 一典君）  今言われた交差点というのは、幸福駅からあさぎり駅のほうに向かって、２、３百

メーター行った時の、鋭角な線路横断の所を言われているんでしょうかね。あそこかなと思って、聞いてた

んですけど、あそこであればですね、随分前に、私が町長になって間もないころ、これはひどいよねと、こ

の道路はですね。ということで、何とかならんかと言ったら、線路に絡んでてですね、そう簡単にはいかん

という話でありました。でも、確かにあれ、あそこは非常に、たまに通りますけどね、非常に脱輪もしやす

いような場所ですので、今後、そこであればですね、何らかの措置が可能かどうか、いずれにしても、ずっ

とあのままで置いておく場所でないというふうに認識してますから、検討してみたいと思います。それから

の黒田公民館の横の、今回寄附いただいた周辺についてですね、とりあえず、今年ほこりとか出ないように、

砂利等入れてですね、一定の状況に整理した上で、平成３０年度中に、今後の運用とそれから整備は、次年

度以降にどう進めるかということで、今年度中にですね、３０年度に方向を提示していきたいと思っており

ます。 

◎議長（山口 和幸君）  徳永議員。 

○議員（１５番 徳永 正道君）  私が申しました箇所はですね、幸福駅に入る、深田からの方から、上がっ

て来ますよね、線路向けて。あそこの踏切のところに、錦からと免田からと、交差するところの、あそこな

んですよ。片側といいますか、錦側から、こちらに来る免田側に来るところに一時停止、こっちから向こう

に行くとに、一時停止てしてはあるんですけれども、あそこ横断歩道があったほうがですね、やっぱりお年

寄りとか、あそこは通学路にもなってますから、その解消のためにも、あそこに必要ではないんではないか

なと思うわけですね。恐らく、もう車の交通量も相当多くなってくるだろうと予測されますので、それとあ

わせてですね、９０ページに岡留公園の遊具の管理委託料が出ております。恐らくゆくゆくは近い将来遊具

の整備がなされることでこういう、予算計上してあるだろうと思うんですけれども、そうするとまた子供た

ちを連れたですね、先ほど申しますように、若いお母さんたちが、多数、子供を連れておいでになるという
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ことも予測されますので、１日も早い、そういう周辺整備のですね、必要性を感じるわけでございます。町

長さっき御答弁なされてましたけれども、なるべく早い時期にですね、完成と同時に、もうそれがなされる

ような、そういうスピード感を持ってですね、取り組んでいただきたいなと要望しておきます。終わります。 

◎議長（山口 和幸君）  町長。 

●町長（愛甲 一典君）  道路については、場所が今イメージできましたので、再度よく見てですね、現場を

見て考えます。今度ですね、土地を提供いただいた後を更地に、竹を切りまして整備したところですね。聞

いたところ、黒田地区の皆さんたちが、今後どうなるか非常に期待されているということを聞いてますので、

そこを含めてですね、どういうふうな段取りでやるかっていうのは、できるだけ早く行えるようにですね、

進めていきたいと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  他に、加賀山議員。 

○議員（３番 加賀山 瑞津子さん）  １点だけお伺いいたします。ページは３２ページにかかわってくるか

なと思うんですけど、職員研修についてです。職員の数も減っておりますし、先ほど１１番議員からの質問

にも関連して、公会計とか、公共施設マネジメントとか、研修しなければならないことがたくさんになって

おりますが、平成２６年に人事評価制度を導入されておりますが、研修の中で、それがどういう成果をあら

わしているのか、果たしてあさぎり版ができているのかお伺いいたします。 

◎議長（山口 和幸君）  総務課長。 

●総務課長（土肥 克也君）  議員言われましたとおり、人事評価につきましては、平成２６年から運用を開

始しているところでございます。現在も実施要綱、規定に基づいて、全職員、人事評価を受けるということ

にしておるところでございます。段階的な評価を毎年行うものでございまして、昨年度の評価等々も見なが

ら、今年はどの部分が伸びた、この部分はまだまだ、そのまま、まだまだ検討する部分とか、意識する部分

であるとかというものには活用しているところでございます。研修につきましても、毎年いろいろな形での

研修を行っておりまして、町民に対する研修であったり、説明能力の研修、または課題の解決の仕方の研修

であったり、行っているところでございます。３０年度におきましても、先ほど徹底して意識、管理を、改

革を行っていく、統一を行っていくと言いました公会計、マネジメント等についても、集中して行っていく

ところでございます。この研修によって、人事評価、毎年行っているものが、徐々に、課題となってる部分

への解決にはつながっているというところで認識しているところでございます。 

◎議長（山口 和幸君）  加賀山議員。 

○議員（３番 加賀山 瑞津子さん）  ２６年のときに質問しましたらですね、あさぎり版を今完成を目指し

ていると。若い職員の昇給とか昇格にもですね、役立てていきたいという、非常に若手にやる気を起こさせ

る、一つのですね、ものであったと思うんですが、やっぱこれはがちがちにですね、チェックする、評価す

るっていう感じではなく、やっぱ若い職員が伸びるような形で、ぜひ活用していただきたいものだと思って

おります。課を横断して連携する場面というのが増えてきておりますので、当然、課長、課長補佐のスキル

アップっていうのもあわせて、必要になってくると思いますし、近隣の町村ではですね、入庁した若い職員

が退職をされて、今年もちょっと多量に新年度採用されるっていう町もあると伺っております。職員のメン

タルケアも含めながらですね、この人事評価制度っていうのは、使い方によっては非常に、部下を伸ばすた

めのスキルであると思いますので、町長いかがですか。 

◎議長（山口 和幸君）  町長。 

●町長（愛甲 一典君）  私も民間のときにですね、さまざまな人事評価をしてきました。公務員に対する人

事評価と比べるとですね、やり方が違うなと思ってます。民間の場合はですね、もう昇給も、昇格もどんど

んやります。だけど、公務員はそうはいかない。これはいろんな仕事、公務員の場合は、いろんなところを
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回しながらやっていきますから、そういう中で、やり方は全然違うものですね。だけど、今議員が言われた

ように、人事評価の中で、いろんな年間の取り組みをこうしました、来年度どうしますかとか、いろんなこ

う文面でやりとりする仕組みになってるんですね。そこから、その人のやりたいこと、思い等も引き出して、

指導するという仕組みになってますので、やはり今言われましたように、その人をモチベーションを上げて、

いかに指導するかというところに重点を置く人事評価制度になっているなと思ってます。ですから、もっと

そこら辺はですね、実際にそれ見ながら、配置を含めて、いろいろやってるんですけど、言われたとおり、

モチベーションが上がるようなですね、取り組みにつなげていきたいと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  加賀山議員。 

○議員（３番 加賀山 瑞津子さん）  町長も言われたように、民間だとですね、ひと月に車を何台売ったと

か、非常にわかりやすい数値で出てきますけれど、本当にこう優しく声をかけたとか、明るい笑顔とか、非

常にアバウトな感じではございますが、やっぱしニューフェースに対して、そして１０年２０経験のある職

員は、それなりの目標を立ててっていうところの評価で、ぜひそれぞれの階層て言ったらおかしいですけど、

新人さん、そして主幹、そして課長補佐、課長っていう方たちが、それぞれうちの課は俺が守って進めてい

くっていう感じにですね、なるような人事評価を、是非再度見直していただきたいと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  総務課長。 

●総務課長（土肥 克也君）  そもそも人事評価につきましては、規定に書いておりますとおり、職員の業務

遂行、意欲の高揚を図るというものが大きな柱になっております。それと、それによって公務能率の増進を

図ることを目的にしておりますので、議員おっしゃったとおり、すべてのものが気づかされ、発信し、それ

ぞれの業務を理解しながら、お互いに伸びていくというものになるように、今後も努めてまいりたいと思い

ます。 

◎議長（山口 和幸君）  他に、ありませんか。ありませんね。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（山口 和幸君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います。討論あ

りませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（山口 和幸君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

◎議長（山口 和幸君）  これから議案第７３号を採決します。本案は原案のとおり決定することに賛成の方

は起立願います。 

（賛成者起立） 

◎議長（山口 和幸君）  起立多数です。したがって、議案第７３号は原案のとおり可決されました。ここで

休憩いたします。午後は１時３０分より再開いたします。 

 

休憩 午前１１時５２分 

再開 午後 １時３０分 

 

◎議長（山口 和幸君）  休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

日程第２ 議案第７４号 

◎議長（山口 和幸君）  日程第２、議案第７４号、平成３０年度あさぎり町国民健康保険特別会計予算につ

いてを議題とします。執行部より補足説明ありませんか。補足説明がありませんのでこれから質疑を行いま

す。質疑ありませんか。皆越委員。 
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○議員（１０番 皆越 てる子さん）  皆越です。１８ページですけども、葬祭費がですね、２万円×の３

０名と説明がございました。昨年度は３万円の３０名で９０万が予算計上されておりました。今年１万円の

減額ですけども、その要因について御説明をお願いしたいと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  健康推進課長。 

●健康推進課長（岡部 和平君）  国民健康保険については、平成３０年度から県単位化になります。財政運

営に県が加わって、補強するということなんですけど、その中で、事務の効率化、それから統一化っていう

ことがございまして、葬祭費は２万円、２万５,０００円、３万円と、それぞれ県内の町村ばらばらでござ

いましたので、県単位化に合わせて、２万円に統一するということになっております。ちなみに後期高齢者

医療の葬祭費が２万円でございますので、それと同じ金額になるということでございます。 

◎議長（山口 和幸君）  皆越議員。 

○議員（１０番 皆越 てる子さん）  それではですね、あさぎり斎場の場合ですよ、免田斎場、以前は１万

２,０００円の使用料じゃったですけども区域外が２万５,０００になってますよね、使用料は。そういう区

域外にされる方も、その一律２万円でいいんですかね。 

◎議長（山口 和幸君）  健康推進課長。 

●健康推進課長（岡部 和平君）  国民健康保険の被保険者の方が亡くなられたときの、葬祭費として支給す

るのは、２万円でございます。 

◎議長（山口 和幸君）  皆越議員、葬祭費と使用料は別に考えたほうが、分かり易いと思います。他に質疑

ありませんか。ありませんね。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（山口 和幸君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います。討論あ

りませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（山口 和幸君）  討論なしと認めます。これから討論を終わります。 

◎議長（山口 和幸君）  これから議案第７４号を採決します。本案は原案のとおり決定することに賛成の方

は起立願います。 

（賛成者起立） 

◎議長（山口 和幸君）  起立多数です。したがって、議案第７４号は原案のとおり可決されました。 

日程第３ 議案第７５号 

◎議長（山口 和幸君）  日程第３、議案第７５号、平成３０年度あさぎり町後期高齢者医療特別会計予算に

ついてを議題とします。執行部より補足説明ありませんか。補足説明がありませんので、これから質疑を行

います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（山口 和幸君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います。討論あ

りませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（山口 和幸君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

◎議長（山口 和幸君）  これから議案第７５号を採決します。本案は原案のとおり決定することに賛成の方

は起立願います。 

◎議長（山口 和幸君）  起立多数です。したがって議案第７５号は原案のとおり可決されました。 

日程第４ 議案第７６号 
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◎議長（山口 和幸君）  日程第４、議案第７６号、平成３０年度あさぎり町介護保険特別会計予算について

を議題とします。執行部より補足説明はありませんか。補足説明がありませんのでこれから質疑を行います。

質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（山口 和幸君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います。討論あ

りませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（山口 和幸君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

◎議長（山口 和幸君）  これから議案第７６号を採決します。本案は原案のとおり、原案のとおり決定する

ことに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

◎議長（山口 和幸君）  起立多数です。したがって議案第７６号は原案のとおり可決されました。 

日程第５ 議案第７７号 

◎議長（山口 和幸君）  日程第５、議案第７７号、平成３０年度あさぎり町水道事業特別会計予算について

を議題とします。執行部より補足説明ありませんか。上下水道課長。 

●上下水道課長（深水 光伸君）  はい、説明の際にお答えできなかった１４番議員からの質問であっており

ました、営農飲雑用水として整備しました区域で、営農用として利用されている方が何人かということで質

問があっておりました。営農用として利用される場合には、毎年５月に水田灌水申込書の提出をいただいて

おります。その人数は、平成２９年度では３件でございました。次に、１１番議員、小見田議員から業務の

予定量で月平均給水件数と、年間総給水量について質問があった際、簡易水道事業の統合以前は、実績によ

り数値を上げておりましたが、統合後の平成２９年度予算から統合に伴う事業変更計画で作成した、給水人

口及び給水量予測結果により数値を計上しております。給水戸数は平成２７年度をピークに減少するように

予想されておりますが、実際との差が大きいために、実績を計上しております。そのため、平成２９年度と

平成３０年度では戸数が増えて給水量が減る形となっておりますので、説明を訂正させていただきます。ま

た、施設の能力に対して稼働割合はどうなっているか有収率も合わせての質問をいただいております。平成

２８年度の状況につきまして、資料を配付させていただいております。有収率は７７.６％となっておりま

す。説明は以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  補足説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑ありませんか。久保

議員。 

○議員（５番 久保 尚人君）  はい、５番、久保です。水道事業に関して、今回、須恵のほうで、井戸が埋

まってしまうという事故があって、須恵の利用者さんに大変御迷惑かけたわけですけれども、そのときに、

例えばですね、近隣町村と、そういう水道水の相互利用、相互融通の協定等を結ぶ、それは１番、近隣町村

との間の水道管をつながないかんわけですけれども、そういうのを幾つか行うことによって、災害やある種

今回みたいな事故の場合に、すぐ水道水が、その地区に手当てできるというようなことを考えることはでき

ないでしょうか。 

◎議長（山口 和幸君）  上下水道課長。 

●上下水道課長（深水 光伸君）  相互協定につきましては、今現在のところ、そういう話は進んでおりませ

ん。ただ、国県あたりからは、広域的な連携をとれるような、水道事業自体を統合とか、そういうのも含め

て検討してはっていうのは、今いただいているところですが、今後、そういう事故等に対する協定について

は、まだ水のやりとり自体はちょっと難しいんですが、資材の貸し借りとか、そういうのは協定を結ぶ方向
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で考えております。 

◎議長（山口 和幸君）  久保議員。 

○議員（５番 久保 尚人君）  その取り組みをまた一歩ずつ進めていただいて、町民の皆さんがですね、う

ちの町もそうですけれども、周りの近隣の町村も安心して、水道水が供給できるような形をとっていただき

たいと思っております。町長に一言聞いて終わり。 

◎議長（山口 和幸君）  町長。 

●町長（愛甲 一典君）  須恵地区の水道はですね、まだ今工事中で、迷惑かけていますけども、本当に申し

わけないと思っております。広域連携という形でですね、だんだんと今言われたようなことも、今後検討材

料に上がっていくものと思ってますよね。やはりあのいざという時にですね、うまく供給できるような仕組

みを行なうことができればですね、非常に有効な手段となりますので、今後、町村会等含めてですね、議題

に、すこしづつ議論していけるように進めていけばと思ってますので、頭に入れて動きたいと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  他に質疑ありませんか。小見田議員。 

○議員（１１番 小見田 和行君）  １１番です。１点お伺いいたします。本日お配りいただきました、平成

２８年度あさぎり町水道施設稼働実績表はお世話になりました。これを見ますときに、有収率が岡原地区は

６７.６３％、非常に低いようでございまして、本年度の水道予算の２８ページのですね、岡原地区漏水調

査業務委託、延長２８．９キロと、それから排水関連修繕費、漏水修理等とありますけど、８４９万３,０

００円、これは２８年度の、この有収率をもとに、岡原地区の漏水調査をしていただくものと推測するわけ

でございますけど、２８.９の延長の中で、漏水してるという可能性が高いというのを、やっぱりそういう

事前の情報等は持ち合わせておられるか。でないと、そのまったく場当たり的、場違いのところ調査しても

ですね、その漏水が見つからないちゅう可能性があるもんですから、事前から、どの路線が漏水が多いかと

いうふうなその情報をもとに漏水調査されるのか、それを伺いたいと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  上下水道課長。 

●上下水道課長（深水 光伸君）  岡原地区については、以前にも調査をしておりますが、大きな漏水につい

てなかなか見つかっておりません。今回も漏水調査をさせていただくために予算を計上させていただいてお

りますが、この延長について、確実にここというのが、今のところ、考えられるところがまだありませんの

で、そこについては、委託を受けていただく会社と、今までやってきた方法等を、もう一度精査して、漏水

調査による効果を上げるようにできればというところで、予算を計上させていただいております。 

◎議長（山口 和幸君）  小見田議員。 

○議員（１１番 小見田 和行君）  配水と給水の差ですよね、有収率。その辺のところは、何らかそういう

メーター等で、大方の予測をするような、そういう仕組みは全くないわけなんですね。 

◎議長（山口 和幸君）  上下水道課長。 

●上下水道課長（深水 光伸君）  有収率を出す数場合にですね、家庭の検針の数値と、配水地にあります流

量計の数値によって、有収率を出しておりますが、区域の配水が、岡原だけで入ってくるところと、一部上

地区のほうからも入る部分もあったりとかするもんですから、この数字自体が、はっきり６７．６３％と、

もうこの地区だけ間違いありませんっていう数字には、なかなかできない状態です。今後少し考えて、私の

ちょっと考えで、漏水調査の方法として、路線的に夜中に動いている管路を１本ずつ、どこが１番動いてる

かというのを一度確認してから、そこを重点的に回っていただければというところで今考えております。以

上です。 

◎議長（山口 和幸君）  小見田議員。 

○議員（１１番 小見田 和行君）  私も全くそういうふうに考えておりまして、主要な幹線に上流と下流に
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メーターをつけておくと、ある程度の漏水カ所っていうのは、推察できるんではなかろうかって思うんです

よね。そのやり方にしては、漏水調査の専門家がおられますので、十分にむだなところを漏水の試験をして

も、当たりませんので、そこの所は十分検討して実施してください。 

◎議長（山口 和幸君）  上下水道課長。 

●上下水道課長（深水 光伸君）  十分効果が上がるような方法を検討して、漏水調査をさせていただきたい

と思います。 

◎議長（山口 和幸君）  他に質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（山口 和幸君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います。討論あ

りませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（山口 和幸君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

◎議長（山口 和幸君）  これから議案第７７号を採決します。本案は原案のとおり決定することに賛成の方

は起立願います。 

（賛成者起立） 

◎議長（山口 和幸君）  起立多数です。したがって議案第７７号は原案のとおり可決されました。 

日程第６ 議案第７８号 

◎議長（山口 和幸君）  日程第６、議案第７８号、平成３０年度あさぎり町下水道事業特別会計予算につい

てを議題とします。執行部より補足説明はありませんか。補足説明がありませんのでこれから質疑を行いま 

す。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（山口 和幸君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います。討論あ

りませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（山口 和幸君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

◎議長（山口 和幸君）  これから議案第７８号を採決します。本案は原案のとおり決定することに賛成の方

は起立願います。 

（賛成者起立） 

◎議長（山口 和幸君）  起立多数です。したがって、議案第７８号は原案のとおり可決されました。 

日程第７ 議案第７９号 

◎議長（山口 和幸君）  日程第７、議案第７９号、平成３０年度球磨郡障害認定審査事業特別会計予算につ

いてを議題とします。執行部より補足説明はありませんか。補足説明がありませんので、これから質疑を行

います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（山口 和幸君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います。討論あ

りませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（山口 和幸君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

◎議長（山口 和幸君）  これから議案第７９号を採決します。本案は原案のとおり決定することに賛成の方

は起立願います。 
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（賛成者起立） 

◎議長（山口 和幸君）  起立多数です。したがって、議案第７９号は原案のとおり可決されました。 

日程第８ 議案第８０号 

◎議長（山口 和幸君）  日程第８、議案第８０号、平成３０年度球磨郡介護認定審査事業特別会計予算につ

いてを議題とします。執行部より補足説明ありませんか。補足説明がありませんので、これから質疑を行い

ます。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（山口 和幸君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います。討論あ

りませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（山口 和幸君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

◎議長（山口 和幸君）  これから議案第８０号を採決します。本案は原案のとおり決定することに賛成の方

は起立願います。 

（賛成者起立） 

◎議長（山口 和幸君）  起立多数です。したがって、議案第８０号は原案のとおり可決されました。 

日程第９ 議案第８２号 

◎議長（山口 和幸君）  日程第９、議案第８２号、あさぎり町産業用地分譲条例の制定についてを議題とし

ます。提案理由の説明を求めます。町長。 

●町長（愛甲 一典君）  議案第８２号、あさぎり町産業用地分譲条例の制定について提案いたします。提案

理由を申し上げます。産業用地を適正に分譲し、あさぎり町の産業育成と振興を図るため、本条例を制定す

る必要がある。よって地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求めるため提出するものです。

詳細につきましては担当課長より説明申し上げます。どうか審議の上、可決いただきますようよろしくお願

いします。 

◎議長（山口 和幸君）  商工観光課長。 

●商工観光課長（北口 俊朗君）  はい。それでは、この条例の概要につきまして、御説明させていただきま

す。１ページをお開きください。第１条で目的を記載しております。あさぎり町産業用地を分譲するための

必要な措置を講ずることにより、適正な産業用地の現状を図り、もってあさぎり町における産業の育成と振

興に寄与することを目的とすると。そして、第２条で位置を記載しておりますが、２カ所指定しております。

深田地区産業用地、位置が深田西字西の迫、２３２６番４４、面積が１万７,０２７平方メートル、そして

上地区の、上地区産業用地としまして、３筆ございます。上西字大島１８５番、同じく１８６番、同じく１

８７番１、面積が１,２９９平方メートル、１,７３１平方メートル、２,９３３平方メートルで、合計の５,

９６３平方メートルとなります。第３条で分譲価格、分譲する価格はあさぎり町が依頼する不動産鑑定士に

よる不動産鑑定評価額とするとしております。以下飛びまして２ページの第６条、入居企業の決定ですけれ

ども、町長は前条の申し込みを受けたときは、あさぎり町公有財産利活用審議会の意見を求め、入居の適否

を決定するとしております。続きまして、３ページの１番下段になりますが、契約の解除、買い戻しという

ことで、４ページ第１２条、町長は、入居決定企業が土地売買契約を締結した日から５年の間に次の各号の

いずれかに該当するに至ったときは当該契約を解除し、買い戻しすることができるということで、１号から

６号まで規定しております。次に、１３条で買い戻し特約の登記とあります。町長は、土地売買契約の締結

の日から５年を期限として買い戻し特約の登記をすることができる。続いて１４条で、契約の解除または買

い戻しに対する措置ということで、町長が第１２条の規定による土地売買契約の解除または土地の買い戻し
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をしたときは、入居決定企業は違約金として、当該土地売買代金の２０％に相当する額を町長に支払わなけ

ればならない。附則といたしまして、この条例は公布の日から施行するとしております。以下、様式等をつ

けておりますが、１３ページには土地売買契約書をつけております。なお、議決案件の場合は仮契約書とし

て扱います。附帯条項といたしまして、議決を持って効果が発生するということを謳っていきたいと思って

おります。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑ありませんか。

ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（山口 和幸君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います。討論あ

りませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（山口 和幸君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

◎議長（山口 和幸君）  これから議案第８２号を採決します。本案は原案のとおり決定することに賛成の方

は起立願います。 

（賛成者起立） 

◎議長（山口 和幸君）  起立多数です。したがって議案第８２号は原案のとおり可決されました。 

日程第１０ 発議第８号 

◎議長（山口 和幸君）  日程第１０、発議第８号、あさぎり町議会議員定数条例の一部を改正する条例の制

定についてを議題とします。本案について、提出者の趣旨説明を求めます。小見田和行議員。 

○議員（１１番 小見田 和行君）  発議第８号、平成３０年３月１６日、あさぎり町議会議長、山口和幸様。

提出者、あさぎり町議会議員、小見田和行。賛成者、あさぎり町議会議員、久保尚人。あさぎり町議会議員

定数条例の一部を改正する条例の制定について。上記の議案を別紙のとおり会議規則第１０条第１項第２項

の規定により提出します。提出理由、議員定数については、町政の現状と将来予測を考慮し、町民の皆様と

も意見交換を行い、その政策的意識等を参考に討議を重ねてきた。あさぎり町においては、人口の減少が進

行し、また普通交付税の１本算定を目前に控えており、非常に厳しい財政運営が予想される。今後さらなる

行財政改革を推進していくためには、議会も自ら率先して、議員定数を見直す必要があると考える。このこ

とから、あさぎり町議会議員定数を現行の１６人から１４人に削減するために、当該条例の一部を改正する

必要があるため。あさぎり町議会議員定数条例の一部を改正する条例を朗読させていただきます。あさぎり

町議会議員定数条例、平成１９年条例第２０号の一部を次のように改正する。本則中、（１６人）を（１４

人）に改める。附則、施行期日、１、この条例は公布の日から施行する。経過措置、２、あさぎり町議会議

員の定数については、公布の日以降初めてその期日を告示される一般選挙までの間、なお従前の例による。

以上であります。 

◎議長（山口 和幸君）  趣旨説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（山口 和幸君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います。討論あ

りませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（山口 和幸君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

◎議長（山口 和幸君）  これから発議第８号を採決します。本案は原案のとおり決定することに賛成の方は

起立願います。 
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（賛成者起立） 

◎議長（山口 和幸君）  起立多数です。したがって、発議第８号は原案のとおり可決されました。 

日程第１１ 次の会期への継続調査について 

◎議長（山口 和幸君）  日程第１１、委員会の次の会期への継続調査の申し出についてを議題とします。お

手元に配付してあるとおり、建設経済常任委員会委員長から、会議規則第７１条の規定によって、次の会期

への継続調査の申し出があります。お諮りします。建設経済常任委員会委員長からの申し出のとおり、次の

会期への継続調査とすることに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（山口 和幸君）  異議なしと認めます。したがって建設経済常任委員会委員長の申し出のとおり、次

の会期への継続調査とすることに決定しました。 

◎議長（山口 和幸君）  お諮りします。本定例日で議決の結果生じた条項、字句、数字、その他の整理を要

するものについては、その整理を議長に委任されたいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（山口 和幸君）  異議なしと認めます。したがって、条項、字句、数字、その他の整理を議長に委任

することに決定しました。 

◎議長（山口 和幸君）  以上で本日の日程は全部終了しました。会議を閉じます。平成２９年度あさぎり町

議会第８回会議を閉会します。 

●議会事務局長（片山 守君）  起立、礼、お疲れ様でした。 

 

午後１時５１分  閉 会 
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